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研修報告書

	所　　属　　南山苑2階介護　　　職　種　介護福祉士　　　　氏　名　吉田幸平

	期　　間　　平成28年　6月20、21日　　9：00～16：00

	出張目的　　甲種防火管理資格取得講習会

	出 張 先　　八戸消防本部

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【全体考察】

　　2日間の防火管理講習を修了し、防火管理者証が発行された。消化のメカニズムにおいて燃焼の三要素の内、ひとつでも取り除けば消化になるということは、実際消化作業をする事になった際に役立てたい。また火の扱いに注意しても地震などの自然災害で火事を誘発することもあるので多角的なリスクマネジメントが必要であると感じた。それには訓練を行うことや日常的な施設・設備の点検、メンテナンスが不可欠である。

避難訓練も実際に近い緊迫感をもって行う必要がある。また色んな職員が関われるように訓練を行う必要があるのではないかと思う。

管理権限者により選任された場合は、防火管理上必要な業務を行い遅滞なくその旨を所轄の消防長又は消防署長に届け出ることが消防法に定められている。選任された際は、防火管理者として職場の安全、安心の向上に努めていきたい。
　6月20日

· 防火管理の意義と制度の概要等

防火管理者が行わなければならない業務

1 防火管理に係る消防計画の作成

2 消火、通報及び避難の訓練の実施

3 消防設備等の点検及び整備

4 火気の使用又は取り扱いに関する監督

5 避難又は防火上必要な構造及び設備の維持管理

6 収容人員の管理

7 その他防火管理上必要な業務

8 防火教育

⇒これを怠って災害が発生した場合には、防火管理者が罰せられることになる。

· 火気取り扱いの基本知識と出火防止対策

火災の基礎知識

1 消火は、燃焼三要素の一つあるいは全部を取り除くことで可能になる。

2 煙は横方向より縦方向に早く移動する

火気管理

1 火気使用設備器具に関する規制

2 火気使用設備器具の種別

3 火気使用設備・器具ごとの日常の安全管理

4 火気使用取り扱いの監督

等を防火管理者は常に把握しておかなければならない。

· 施設・設備の維持管理

①粉末消化器・強化液消火器・機械泡消火器の３種類あり、蓄圧式と加圧式がある
消火器は容易に持ち運びが出来て操作も簡単なことから、火災の初期段階の消火設備として有効。

②スプリンクラー設備

天井面等に配管を設け、これにスプリンクラーヘッドを取り付け、火災が発生した

場合に自動的に散水して消火すると共に、警報を発する固定式の消火設備

⇒いずれも定期的な点検やメンテナンスが必要。点検を怠るといざという場合に使用出来ない。

· 防火管理の進め方と消防計画

①実態に即した防火管理の推進
②防火管理の目的
　　火災等の災害発生を未然に防ぐこと、万が一発生してしまった場合、

被害を最小限に抑えること。
③災害予防管理
⇒消防計画、避難訓練を計画し、常日頃から災害時の備えをしておくことが重要。
6月21日

・危険物の安全管理

①消防法に定める危険物（ガソリン・灯油・軽油・重油等）
②少量危険物
指定数量の5分の１以上、指定数量未満の危険物のこと

⇒これを貯蔵し、取り扱おうとする者は、あらかじめその品名、数量、その他の貯蔵、取り扱いに関し火災予防上必要な事項を消防機関に届けなければならない。廃止する時も同様とされている。

・地震対策

①地震による被害
1次被害：土地の隆起・沈降、断層の発生、地滑り、山崩れ、液状化現象などの地盤破壊、落石、建物等の損壊・倒壊など。
2次被害：火災、津波、危険物等の流出、爆発、電気・電話・ガス・水道などのライフラインの途絶。デマ、パニックの発生など。
　⇒デマに惑わされるにように情報源の確認を行い冷静に行動する必要がある。

· 火災事例等に基づく防火管理対策

①避難経路に障害物を置かない

　 ②防火戸の周囲には物を置かない

3 防火シャッター等の作動を確認

· 自衛消防

①緊急時に対応する訓練のあり方

②自衛消防組織の編成、防災センターの意義及びあり方

③消防用設備等の操作要領

4 教育

防火管理者は以上の事を全従業員に指示、教育が出来るよう体制の確立を図る必要がある。
